
「 決意の季節 」

主幹 佐藤 一司

桜の蕾も少しずつ膨らみを増してきました。春は目の前までやってきています。

日本では学校の卒業や入学、進級は春に行われ、それに伴って社会人として巣立つの

も基本的に春ということになっています。世界的に見ると国によって違いはあるものの

９月というのが最もスタンダードではあるようですが、春とは、冬の間、閉じ込められ

た暗くて狭い世界から、恐る恐る外の世界に顔を覗かせ、やがて飛びだしていく生命の

営みそのものであり、個人的には春のスタートというのは理にかなったものだと感じて

います。いずれにせよ、日本の春は多くの人にとって、新しい環境や次のステップへと

一歩を踏み出す季節であることには間違いはありません。

ところで皆さんは次のステップに向けての目標はお持ちでしょうか。春は決意の季節

とも言われます。今年も２８９名の卒業生が瓊浦高校から卒業していきましたが、それ

ぞれ道は違うものの、一人ひとりが大きな希望と目標、決意をもって新しいステージへ

と旅立っていったと信じています。しかし、

新しいステージへと進むための目標や決意が

必要なのは卒業などで大きく環境が変わる人

たちだけでは無いと思います。むしろ何気な

く日常を過ごしてしまっている私たちこそ現

状という固い殻を破り芽を出して、新しい気

持ちで次の目標を確認しそれを達成するため

の決意をもちたいものです。日本の春は私た

ちの決意を暖かく後押ししてくれる季節です。
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エイサー同好会は、昨年に続いて２０２０

年ランタンフェスティバルに参加し、主に孔

子廟や唐人屋敷会場で演舞をおこないました。

コロナウィルス感染を警戒してか、例年より

も観客数は少なかったようですが、寒い中半

袖の衣装での熱演に、温かい拍手が送られて

いました。２月７日（金）には初めて湊公園

のステージで披露し、１・３年生にＯＢ部員

も参加して会場を大いに盛り上げました。３

年生はこれをもって活動を引退することになっ

ており、最後を飾るにふさわしいステージで

した。２年生は修学旅行のため期間前半のみの出演で

したが、来年は、３年生が感動したというステージか

らの光景を見られるといいですね。

エイサー同好会 ーランタンフェスティバルー

２月９・１０日（土・日）に長崎ウエスレヤン

大学西山ホールで長崎県高等学校生徒創作演劇発

表会県大会（通称 はる芝居）が行われました。

生徒創作による３０分の舞台が１１作品集まり

ました。各学校のカラーが表現された色とりどり

の楽しい青春舞台でした。また、各学校の代表者による生徒講評委員会も行われ、

それぞれの舞台に対する想いを語り合いました。

【大会結果】
ベストドラマ賞（第１位） 瓊浦高校「生徒創作なんかできません。」

創作脚本賞 「生徒創作なんかできません。」（山田 彩海）

ベストアクトレス賞 山田 彩海（普３Ａ）

ベストアクター賞 立川 寛樹（機３Ｂ）

以上の各賞を頂きました。

ご声援ありがとうございました。

なお、演劇部の次の活躍の場は、３月１５日（日）に佐賀

市立東与賀文化ホールで行われるがばい演劇祭inひがしよかでの上演の予定でした

が、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止となりました。１・２年生は引

き続き頑張っていきますので、来年の演劇部にご期待ください。

～演劇部が起こしたキセキ～



２月３日（月）～７日（金）までの間、２学年の生徒が修学

旅行へ行ってきました。

初日は、長崎から福島までの移動がメインとなりました。福島に到着してからは、東

日本大震災で被災した方に語り部として講話して頂きました。

２～３日目はスキー・スノーボード研修が行われ、生徒は皆一様にしてその銀世界に

心躍らせていました。研修は、何もかもが初めてのことで悪戦苦闘していましたが、イ

ンストラクターのご指導により楽しみながら滑ることができました。福島での２日間は、

日頃味わうことができない貴重な経験でした。

３日目の夜に東京へ移動し、４日目は東京自主研修でした。各班ごと、計画したルー

トを基に、丸一日かけて日本の中心地を回りました。世界でも有数の大都会を肌で感じ、

各々買いものや食事など充実した１日となりました。

５日目は東京ディズニーシーへ。夢の国を満喫して、修学旅行は無事に終了しました。

感染症が心配されるなか、全員が元気な姿で帰ってこられた点において、殊に大成功な

修学旅行だったと思います。生徒達は口を揃えて「楽しかった！」の一言。最高学年に

なる前に、一生ものの思い出づくりができたようです。

修学旅行

● 卓球部
令和元年度全九州高等学校新人卓球選手権大会

第３位

● バドミントン部
令和元年度全九州高等学校選抜バドミントン競
技大会

団体 第１位
男子シングルス
永渕 雄大 第１位
中村 恵大（普２Ｄ） 第２位

男子ダブルス
町田 脩太（普２Ｄ）・永渕 雄大

第１位

柳川 蓮（普１Ｄ）・田中 市之介（普１Ｄ）
第２位

● ハンドボール部
令和元年度第４８回九州高等学校ハンドボール
選抜大会
男子 第３位
女子 第３位

● 柔道部
令和元年度長崎市武道始め柔道大会

高校１年男子

佐藤 蒼太（機１Ｃ） 第１位

松尾 広斗（普１Ｃ） 第２位

石原 隆生（機１Ｃ） 第３位

古場 凱斗（普１Ｄ） 第３位

高校一般女子
倉掛 月星（普２Ｃ） 第３位

【 部活動成績 】

◎ 経済産業省後援 ジュニアマイスター
シルバー 田口 稜大（機２Ａ）

松永 好（機２Ｃ）

２月１１日（火）から１６日

（日）まで、第２回「けいほ展」

が長崎県美術館県民ギャラリーで開催されました。会場

中央で目を引く坂本龍馬像（機械科の課題研究で制作）

をはじめ、授業や部活動の成果が所狭しと並び、昨年に

つづいて１２００人を超える皆様に来場いた

だきました。最終日にはエントランスロビー

でエイサー同好会の演舞と吹奏楽部の演奏が

あり、多くの方に楽しんでいただきました。

なお、「けいほ展」は来年も開催予定です。

ぜひご期待ください。

機械科１年生は、２月６日

（木）に工場見学を実施しまし

た。(株)丸金佐藤造船鉄工所・

(株)渡辺造船所・(株)吉本ハイ

テックのＡコース、本田商會(株)

諫早事業所・長崎船舶装備(株)・(株)長崎鋼業所のＢコース、長建工業(株)・久保工業(株)・

服部産業(株)のＣコースの３コースに分かれ、現場を見学させて頂きました。現場の空気

を肌で感じ、とても有意義な時間となりました。

機械科 工場見学

けいほ展


